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問 題 文 
（選択科目） 

～12-1 畜産～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～12-2 農芸化学～ 









 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-3 農業土木～ 









Ⅱ-１-２ 水田の区画規模と形状   

１ 区画規模と形状決定の際の検討事項 
ほ場区画はできる限り長方形で大区画が望ましい。 
ほ区短辺長は排水能力により定まり、一般的には 100~150ｍである。 
しかし排水の良い土質では長くできる。長いと減歩上有利だが、作業によっては労働条

件が大変になる。 
ほ区長辺は用水の支配長により定まり、一般的には 400~500ｍである。長いと用水施設

が大きくなり過ぎたり、不具合が生じた場合の影響が大きい。管路の場合は不具合箇所の

特定が難しくなる。 
２ 畦抜き工法と道路抜き工法 

畦抜き工法は、長辺を接する田で畦畔を撤去して２枚を１枚に均平し、区画を拡大する

ものである。 
緩傾斜地域では有利である。 
道路抜き工法は、隣接する農区の道路を撤去して排水路を設置する。各々の農区の排水

路を撤去し短辺で隣り合う２枚を１枚に均平する。 
短辺方向の田面高さにあまり相違がない必要がある。       －以上－ 

 
 
  





Ⅱ-１-３ ため池のリスク管理 

１ ため池リスク管理の基本的考え方 
ため池は整備後時間が経過したものが多く、管理も不十分なものが多い。 
ため池のリスク管理の基本は定期的に管理し実態を把握することと考える。 
管理項目は以下の通り。 
堤頂標高、堤頂幅、堤体法面のはらみ出し、法面護岸の不具合、土砂吐きゲートや取水

ゲートの作動状況、池内堆積土砂、上流域の伐採木の放置状況、不法投棄ゴミの状況。 
２ 被害軽減対策 

堤頂沈下や護岸の破損などの場合は、土木的対策を速やかに行う。 
上流域で開発が進み、洪水吐能力が低下した場合は、洪水吐の拡大、堤体の嵩上げを検

討するほか、上流域での流域変更も検討する。 
また、万が一に備え、ハザードマップを下流域住民に周知する、避難場所の準備や避難

訓練の実施などの対策を行うほか、雨量・水位データの観測体制を整備し、速やかに警戒

体制をとり、避難誘導できるようにする。      －以上－ 
 
 

     

  















Ⅱ―２―１ 農業生産基盤の整備計画  

整備から 30 年ほど経過し、その間の変化や新技術を踏まえて策定する必要がある。 
１ 整備計画の策定に当たり行うべき調査の着眼点 

(1)農業者の現状と将来意向 
我が国の担い手の経営面積は 5 割程度であるが、今後更に集積を進める必要がある。集

落の農業者から聞き取り、農地利用（所有権、作業受委託、使用貸借）別の面積、所有機

械、後継者の有無などの実状と将来意向のほか、担い手となるか出し手となるか、などを 
意向を確認する必要がある。 
(2)周辺の開発状況と用排水施設 

周辺の開発により用水が潤沢か枯渇しているか、また、降雨の流出率の変化や、農業施

設や公共施設の建設などにより用排水、農道の配置計画に影響することから確認が必要で

ある。 
(3)環境配慮 

この 10 数年で環境保全意識は大きく高まった。地域住民とともに当時見逃した事象事物

についても、もれなく拾い上げる必要がある。 
２ 作業手順 

(1)集落説明 
整備事業の実施に当たり、集落で話合いを重ね合意形成を図る。その際、担い手は誰か、

集落営農とするかどうか、計画範囲はどこまでとするか、等を定める。 
(2)営農計画の決定 

地域の土壌、気象、栽培技術、特産物などから、農協や農業改良普及所、市町村農業担

当部署と集落が話合い、主たる転作作物を定める。 
(3)必要用水量の決定 

栽培作物や営農体系の変化に応じた必要用水量を定める。 
(4)排水計画の決定 

排水路の底盤高さは、放流先河川の洪水位を勘案して定める。 
(5)農道路線計画 
 農業施設や公共施設の建設位置を勘案し農道の配置計画を定める。 
３ 技術的留意点 

(1)ほ場は将来の大区画化に対応できるよう、ほ区均平とする。 

(2)用水路はパイプラインを基本とし、コスト縮減のため低圧パイプラインも検討する。 

(3)排水路は地下かんがいシステムの整備も検討する。 

(4)排水河川が高い場合、排水機場の整備も検討する。 

(5)換地により公共用地を創出できることから、農業用施設や公共施設、公共事業の計画を

十分に情報共有のこと。        －以上－ 

 















Ｈ２６ Ⅲ－１ 農地整備  

 
１ 農地整備の現状と問題点並びに取り組むべき事項 

(1)生産性の高い農地を確保するための農地整備 
我が国農地の過半を占める水田の 30a 区画の整備率は 62％、1ha 区画の整備率は 10％だ

が、汎用化水田は 42%と低く、国内生産量の少ない小麦や大豆の生産拡大に向けた取組み

は遅れが見られる。 
また、耕地利用率はピーク時の 7 割である 92％であり、農業生産力は低下し、カロリー

ベースの食料自給率は 39%とピーク時の約半分までに低下している。 
よって、生産性の高い農地を確保するための農地整備に取り組むべきと考える。 

(2)耕作放棄地の解消 
農業従事者の高齢化や土地持ち非農家の増加により、耕作放棄地は 40 万 ha に達してお

り、今後も増加が見込まれる。  
用排水施設の機能維持や広く国民のニーズの高い洪水防止や保健休養・やすらぎ機能と

いった多面的機能の発揮が阻害されている。 
よって、耕作放棄地の解消に取り組むべきと考える。 

(3)優良農地を活用する担い手の育成 
農業の低収益性による後継者不足から、農業従事者はピーク時の 2 割である 260 万人に

激減した。 
整備された農地の有効活用が必要であることから、優良農地を活用する担い手の育成に

取り組むべきと考える。 
２ 取り組むべき重要な事項と解決のための技術的提案 

 戦後の食糧増産により農地整備は進んだ。その後、食生活の変化や都市への若者の流 
出が進んだ。先祖から引継いだ農地が、食料の供給という農地の持つ使命を果たすため 
には、上記事項のうち、下記の２つが重要と考える。 
(1)重要と考える事項 
①生産性の高い農地を確保するための農地整備 
②優良農地を活用する担い手の育成 
(2)技術的提案 
①生産性の高い農地を確保するための農地整備 
 大型農業機械の効率的作業を可能にする大区画化のほか、汎用化のための暗渠排水と 
地下かんがいシステムを整備し、さらに水管理の省力化を図るため、用水路はパイプラ 
イン化を基本とする。 
②優良農地を活用する担い手の育成 

農地整備は担い手育成の絶好の機会であることから、集落で話合いを重ね、合意形成図

り担い手を選定する。 



担い手は個人に限定せず、集落営農の組織化も促進する。集落営農は小規模農家や高齢

者も水管理や畦畔除草で営農に参画でき、集落単位での大規模化が可能になる。 
また、補助事業の導入のほか、内部留保や税制面での優遇があり、経営基盤が強固にな

る法人化を促進する。 
３ 技術的提案の効果と実施の際の問題点 

(1)生産性の高い農地を確保するための農地整備 
小麦や大豆の作付面積の増、品質や単収の向上のほか、高収益作物の作付が可能となり、

農業生産力の向上により、継続的な食料の安定供給が可能となり、食料自給率の向上につ

ながる。 
整備された農地が良好に活用されることで、多面的機能が正常に発揮される。 
問題は、地形が急峻な中山間地域においては平地と同様の画一的な整備はしないことで

ある。 
長辺平行等高線区画にするなど、農作業の安全に留意するほか、集落防災の観点での整

備の留意する必要がある。 
(2)優良農地を活用する担い手の育成 

整備され農地利用集積により団地化された農地で収益性の高い営農が可能となり、競争

力の強い担い手が育成される。 
集落営農の場合は、集落機能が維持される利点がある。 
なお、担い手の選定に際し、丁寧な説明をせず合意形成に十分な時間をかけない場合は、

後々トラブルの発生や集落が分断される恐れがあることに留意する必要がある。 
                                              

―以上― 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～12-4 農業及び蚕糸～ 





- 1 -

Ⅱ－１－１ 不耕起栽培について説明し、現状と課題について意見を述べよ。 
１ はじめに 
    不耕起栽培とは、作付け後、残渣を片付けた後、耕起畝立て整地作業を行わず、播種、植 
    え付けを行う栽培方法である。 
２ 現状 
      水稲栽培とイチゴ栽培で行われている。 
    その中で、水稲について述べる 

   水稲では、刈り取り後、稲株を残したままで西南団地では６月中旬頃播種する。播種前に
茎葉処理型除草剤を散布する。                          
   

（１）メリット 
   １）水稲育苗から代掻き・定植に関わる資機材と労力が必要がなくなる。        
   ２）播種までの用水確保の心配がなくなる                     
（２）デメリット                                    
   １）播種までは、茎葉処理型除草剤、は種後は、水稲用除草剤の施用が必要であり、規模が 
    大きい場合は、ブームスプレイヤー等のトラクター装着型の専用機器が必要である。  
   ２）播種期に降雨等により、播種作業に支障が発生する場合がある            
 ３ 課題                                       
   （１）水稲等では、播種機、除草剤散布機等の専用機器の導入が必要となる。      
   （２）不耕起栽培が何年継続して行うことができるか今のところ不明で今後の課題である。  
 
 



- 2 -

Ⅱ－１－４  環境保全型農業推進の観点からクリーニングクロップについて説明せよ。 
 
 １ はじめに                                     
     安定した農業経営を行うためには、集約化できまた単位面積当たりの所得が期待できる 
     施設を利用した農業経営が行われることが多い。 
         一般的に施設の有効利用を図るため、作付けをしない期間を可能な限りつくらないよう 
     に栽培が行われている。 
  ２  現状 
     長期間継続して栽培が行われることにより、施設栽培では、施肥による土壌への塩類集 
     積が発生し、農作物への生育障害（連作障害）の原因の一つとなることがある。 
  ３ 課題 
     集積した塩類の除塩方法としては、多量の水を用いることにより、ほ場外へ洗い流すこ

とが一般的である。しかしこの方法では、地下水や周辺の河川水の水質を汚染してしま
う。 

 ４  解決策 
         環境保全を考慮した除塩方法としては、ソルゴーなど吸肥力の高い作物を栽培すること 
     により、施設土壌の集積した塩類をソルゴーに吸収させ、ほ場外へ持ち出す方法がとら 
     れている（クリーニングクロップ） 
  ５ 問題点 
         ソルゴーが生育する期間は農作物の栽培ができない。またほ場外への持ち出しと処分す 
     る労力を要する。 
 
 
 
 





- 3 -

Ⅱ－２－１ 作物の栄養診断は、作物の生育状態を的確に把握し、適正な栽培管理や施肥を行うた 
     めに重要な技術である。作物の生育状態を的確に把握する観点から、以下の問いに答 
     えよ。 
１ はじめに 

 作物の生育状態を的確に把握するため、ここではシクラメンの栄養診断についていて述
べる 

 
（１）栄養診断を行うべき成分 
        硝酸態窒素、リン、カリ 
（２）栄養診断の手法と手順 
       ①葉柄をにんにく絞り器で絞る                          
    ②得られる搾汁液をＲＱフレックスにより調査成分を測定。 
     ※硝酸イオン濃度は，液肥の窒素濃度および葉身の全窒素濃度が高いほど高くなってお 
     り，窒素の栄養診断および施肥時期の判断の指標値として利用できる。 
      ※葉柄の硝酸イオン濃度を簡易に測定するための抽出法は，仕上げ鉢定植以降では葉柄 
     をにんにく絞り器等で搾汁するのが良い。 
（３）栄養診断を行う際の留意事項 
        ①葉柄搾汁液の硝酸イオン濃度を測定する場合の調査葉は，できるだけ若い成熟葉（新生 
    第３～４葉）が良い。 
        ②葉柄の採取時刻は，９時から 18 時までの何れの時刻でも良いが，照度が晴天日の 6～7

割程度しかない曇雨天が 48 時間以上続いた場合は,葉柄の硝酸イオン濃度に変動がみられ
ることがあるので少なくとも 24 時間は晴れが続いた後に測定する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        





選択科目   農業及び蚕糸        

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３ 枚中 

技術部門   農業       部門 

専門とする事項 花き園芸 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－２ 

（ １ ） 土 耕 の 施 設 栽 培 に け る 生 産 不 安 定 要 因  

土 耕 の 施 設 栽 培 に お け る 生 産 不 安 定 要 因 と し て は 、

い わ ゆ る 連 作 障 害 が 主 な 要 因 に な る こ と が 多 い 。 同

一 作 物 あ る い は 近 縁 の 作 物 を 連 作 し た 場 合 等 に 、 肥

培 管 理 等 の 栽 培 管 理 を 十 分 施 し て も 、 生 育 ま た は 品

質 、 収 量 が 低 下 す る 現 象 が 起 き る 。 程 度 の 差 は あ る

が 、 主 に 野 菜 類 、 花 き 類 等 の 園 芸 品 目 で 問 題 に な っ

て い る 。  

１ ） 要 因  

   施 設 の 限 ら れ た 面 積 の 中 で 、 よ り 高 い 収 益 性 を

求 め 、 市 場 評 価 の 高 い 農 作 物 ほ ど 、 化 学 肥 料 ・ 農

薬 に 依 存 し な が ら 連 作 す る こ と が 一 般 的 で あ る 。  

ア  連 作 障 害 の 要 因 の ７ ０ ％ が 土 壌 病 害 虫 の 加 害 。

主 な 病 害 と し て は 、 ウ リ 科 ・ ナ ス 科 等 に 罹 病 す

る フ ザ リ ウ ム 病 、 ア ブ ラ ナ 科 の 根 こ ぶ 病 、 ナ ス

科 の 青 枯 病 等 の 細 菌 病 ・ 半 身 萎 ち ょ う 病 等 の 土

壌 病 害 が あ る 。 害 虫 、 主 に 根 菜 類 の 土 壌 線 虫 の

加 害 が あ る 。                

イ  土 壌 の 理 化 学 性 の 悪 化 に よ る 生 理 障 害 。

特 に 温 室 等 施 設 栽 培 で は 、 肥 料 養 分 の 流 亡 は ほ

と ん ど な く 、 多 肥 栽 培 の 傾 向 が 強 く 肥 料 養 分 が

土 壌 に 蓄 積 （ 塩 類 集 積 ） す る こ と が 多 い 。 反 面

作 物 の 吸 肥 特 性 か ら 一 部 の 養 分 に つ い て は 欠 乏

す る こ と も あ り 、 土 壌 内 の 養 分 バ ラ ン ス が 乱 れ

る こ と が 要 因 に な る こ と も あ る 。  



選択科目   農業及び蚕糸        

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３ 枚中 

技術部門   農業       部門 

専門とする事項 花き園芸 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－２ 

ウ  土 壌 構 造 が 単 粒 化 し 、 土 壌 の 物 理 性 が 悪 化 。

下 層 土 の 通 気 性 ・ 透 水 性 ( 排 水 ) の 低 下 に よ る 湿

害 に よ り 生 育 不 良 と な る 。 他 に 連 作 障 害 に は 、

自 身 の 根 酸 等 に よ る 「 い や 地 現 象 」 が 原 因 に な

る こ と も あ る 。    

( ２ ) 生 産 不 安 定 要 因 の 内 重 要 と 考 え ら れ る 技 術 的 課 題

の 解 決 策                    

ア  最 も 重 要 と 考 え ら れ る 技 術 的 課 題 ： 土 壌 病 害  

イ  対 策                    

耕 種 的 対 策 ： ① 輪 作 の 導 入 ? 耐 病 性 等 抵 抗 性 品 種 の

導 入 ③ 耐 病 性 等 抵 抗 性 台 木 （ 接 ぎ 木 ） の 導 入 ④ 隔 離

床 栽 培 へ の 変 更 ⑤ 養 液 栽 培 へ の 変 更 ⑥ 混 植 ( コ ン パ

ニ オ ン プ ラ ン ツ ) の 導 入 。  

化 学 的 対 策 ： ク ロ ル ピ ク リ ン 剤 等 の 土 壌 消 毒 剤 に よ

る 処 理                     

物 理 的 対 策 ： 蒸 気 ・ 熱 水 ・ 太 陽 熱 消 毒 等 熱 消 毒 の 実

施       

（ ３ ） 解 決 策 の 効 果 及 び 生 育 障 害 が 生 じ な い 栽 培 管 理

【 耕 種 的 対 策 】                 

① 輪 作 の 導 入 ： 連 作 障 害 回 避 可 能 な 輪 作 作 付 け 体 型

の 基 本 例 と し て は 、 イ ネ 科 作 物 → マ メ 科 作 物 ( 葉 茎 、

果 菜 類 ) → 深 根 作 物 ( 根 菜 類 ) の 体 系 で あ る 。 イ ネ 科

( 小 麦 ) は ク リ ー ニ ン グ 作 物 と し て 、 塩 基 バ ラ ン ス の

適 正 化 、 土 壌 有 機 物 含 有 量 の 保 持 の 働 き を 、 マ メ 科

( 大 豆 、 牧 草 ) は 、 養 分 補 給 機 能 を 、 ま た 根 菜 類 、 深



選択科目   農業及び蚕糸        

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

3

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     ３ 枚中 

技術部門   農業       部門 

専門とする事項 花き園芸 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－２ 

根 作 物 ( ご ぼ う ) は 、 土 壌 構 造 の 改 良 と 深 層 の 養 分 利

用 の 促 進 を 行 う 効 果 が 期 待 で き る 。        

? 耐 病 性 等 抵 抗 性 品 種 の 導 入 ： カ ー ネ ー シ ョ ン で は

フ ザ リ ウ ム 属 菌 抵 抗 性 が 品 種 特 性 に 明 記 さ れ て い る 。

③ 耐 病 性 等 抵 抗 性 台 木 に よ る 接 ぎ 木 栽 培 ： ナ ス は 青

枯 病 抵 抗 性 台 木 ‘ ト レ ロ ’ が 育 成 、 市 販 さ れ て い る 。

④ 隔 離 床 栽 培 へ の 変 更 ： 地 床 で は な く 限 ら れ た 作 土

を 確 保 す る こ と に よ り 、 土 壌 消 毒 効 果 が 期 待 で き る

範 囲 内 に 根 域 を 確 保 す る こ と が で き る 。      

⑤ 養 液 栽 培 へ の 変 更               

無 菌 の 人 工 培 地 ・ 用 水 を 利 用 す る こ と が で き る 。  

⑥ 混 植 ( コ ン パ ニ オ ン プ ラ ン ツ ) の 導 入       

根 菜 類 で 被 害 の あ る ネ コ ブ セ ン チ ュ ウ な ど に マ リ ー

ゴ ー ル ド を 混 植 す る と 被 害 が 軽 減 さ れ る 。  

【 化 学 的 対 策 】                 

ク ロ ル ピ ク リ ン 等 土 壌 消 毒 剤 を 適 正 に 利 用 す る こ と

に よ り 、 処 理 層 に お い て 主 要 な 土 壌 病 害 虫 を 防 除 す

る こ と が で き る 。                

【 物 理 的 対 策 】                 

蒸 気 ・ 熱 水 ・ 太 陽 熱 消 毒 等 熱 消 毒 の 実 施 に よ り 確 実

な 効 果 と 処 理 後 す ぐ に 植 え 付 け が 可 能 で あ る と と も

に 化 学 消 毒 に 比 べ 人 体 ・ 環 境 へ の 影 響 を 軽 減 で き る 。

【 生 育 障 害 が 生 じ な い 栽 培 管 理 】         

上 記 対 策 を 複 数 組 み 合 わ せ て 、 化 学 的 ・ 物 理 的 な 土

壌 の 状 態 を 定 期 的 に 把 握 し な が ら 栽 培 を 行 う 。   
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（選択科目） 
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選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－１－１病害虫・雑草の物理的防除について、作用の異なる防除法の具体例を２つ挙げ、その特徴と使用する際

の注意点について解説せよ。 

 

１ 熱 利 用 法  

 熱 を 用 い て 土 壌 の 細 菌 や セ ン チ ュ ウ を 防 除 す る も の

で あ る 。 熱 水 や 太 陽 熱 を 利 用 し て 防 除 が 行 わ れ る 。  

注 意 点 ： 熱 を 加 え る こ と に よ り 、 病 原 性 細 菌 や 病 原 性

セ ン チ ュ ウ だ け で は な く 、 他 の 細 菌 も 殺 し て し ま う 。

そ の た め 、 静 菌 作 用 が 低 下 し 、 新 た な 、 病 害 が 発 生 す

る 可 能 性 が あ る 。 通 常 土 壌 内 で は 、 菌 類 は 、 拮 抗 、 競

合 、 捕 食 に よ り 一 方 が 増 え れ ば 他 方 も 増 殖 し 特 定 の 菌

類 が 増 殖 す る こ と を 押 さ え 込 ん で い る 。 静 菌 作 用 の 低

下 し た 圃 場 で は 、 残 存 菌 や 他 か ら の 飛 び 込 み で 急 激 に

菌 が 増 殖 し 、 作 物 に 被 害 を 発 生 さ せ る 可 能 性 が あ る 。  

対 策 ： ① パ ス ツ ー リ ア 菌 や 菌 根 菌 を 併 用 す る 。  ② 有

機 性 資 材 （ た い 肥 ） を 施 用 す る 。 菌 類 の え さ を 供 給 し

菌 類 の 多 様 性 を 確 保 す る 。  

２ 黄 色 灯  

 夜 行 性 害 虫 は 、 黄 色 灯 に よ り 目 が 明 適 化 し 目 が 見 え

な く な る 。 飛 行 を 阻 害 し て 害 虫 の 侵 入 を 阻 害 す る 。  

問 題 点 ： ① 水 稲 作 圃 場 周 辺 で は 、 日 長 感 受 性 の 問 題 か

ら 出 穂 遅 延 を 発 生 さ せ て し ま う 。 ② イ チ ゴ 生 産 圃 場 周

辺 で は 、 花 芽 分 化 遅 延 を 発 生 さ せ る 。  

対 策 ： ① 稲 に 当 た る 照 度 を １ ０ ル ク ス 以 下 に 調 整 す る

（ 設 置 高 度 を 調 整 す る ） 。 ② イ チ ゴ 圃 場 周 辺 で は 、 緑

色 ラ イ ト を 使 用 す る 。 緑 色 ラ イ ト は 、 害 虫 飛 来 を 阻 害

す る 高 い 波 長 は 有 す る が 、 花 芽 分 化 に 影 響 す る 低 い 波

長 は 含 ん で い な い 。              以 上  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－１－４ 我が国において農業上問題となる病害虫のまん延を防止するため、国内貿易が取り組まれ

ている。国内防疫について説明し、具体例を挙げよ。 

１ 国 内 防 疫  

（ １ ） 緊 急 防 除  

 国 内 に 存 在 す る 病 害 虫 や 、 国 内 未 発 生 の 病 害 虫 が 国

内 に 蔓 延 し 我 が 国 農 業 や 生 態 系 に 重 大 な 悪 影 響 を 与 え

る と 判 断 さ れ た 場 合 緊 急 防 除 が 行 わ れ る 。 緊 急 防 除 の

対 象 地 域 に あ る 宿 主 の 移 動 制 限 、 抜 根 処 分 が 行 わ れ る 。

（ ２ ） 侵 入 警 戒 調 査  

 我 が 国 に 未 発 生 な 病 害 虫 が 侵 入 し 我 が 国 農 産 物 や 生

態 系 に 悪 影 響 を 与 え な い よ う 、 空 港 や 、 港 で 侵 入 警 戒

調 査 が 行 わ れ て い る 。  

（ ３ ） 国 内 種 苗 検 疫  

 種 苗 段 階 で 羅 病 し た 苗 木 は 、 国 内 圃 場 に 病 害 を 拡 散

さ せ る 。 種 苗 検 疫 を 行 う こ と に よ り 病 害 の 拡 散 を 予 防

し て い る 。  

２ 国 内 防 疫 の 具 体 例  

 平 成 2 5 年 2 月 大 阪 府 池 田 市 に お い て 緊 急 防 除 の 指

定 が 成 さ れ た 。 ウ メ 輪 紋 病 （ Ｐ Ｐ Ｖ ） に よ る も の で 、

宿 主 と な る P r u n u s  属 の 移 動 制 限 が 発 令 さ れ た 。  そ

の 後 、 抜 根 処 理 が 決 定 し て い る 。 当 地 域 は 、 江 戸 時 代

よ り 続 く 植 木 の 産 地 で 、 1 0 年 以 上 か け て 作 ら れ た 古

木 の ウ メ も 対 象 と な り 生 産 意 欲 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 状

況 で あ る 。  

対 策 ： 当 該 病 害 は 、 ア ブ ラ ム シ に よ り 伝 搬 さ れ る 。 そ

の た め 、 ウ メ へ の 石 灰 硫 黄 合 剤 の 散 布 、 剪 定 に よ る 風

通 の 確 保 を 行 う 。               以 上  





選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－２－２ 総合的病害虫・雑草管理（IPM）の技術を取り入れている農家から、病害虫・雑草の防除に当

たり、従来は、問題としていなかった種類が多発し、農作物に被害が大きくなってきているとの相談を受け

た。この相談に対し、下記の内容について記述せよ。 

（１）想定した事例及び解決に向けて業務を進める手順 

(２)調査すべき具体的内容 

（３）業務を進める際に留意する事項 

 

１ 想 定 し た 事 例  

 私 が 想 定 し た 事 例 は 、 熱 水 土 壌 消 毒 で あ る 。 熱 土 壌

消 毒 は 、 熱 を 利 用 し 土 壌 内 の 細 菌 や 、 線 虫 を 防 除 す る

技 術 で あ る 。  

し か し 、 熱 土 壌 消 毒 で は 、 施 用 に 際 し て 病 原 性 細 菌

や 有 害 線 虫 の み な ら ず 、 他 の 細 菌 や 線 虫 を も 殺 し て し

ま う 。  

そ の 結 果 、 静 菌 作 用 が 低 下 し 、 残 存 病 原 菌 や 他 か ら

の 飛 び 込 み に よ り 新 た な 病 害 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。

２ 業 務 を 進 め る 手 順  

（ １ ） 調 査 （ 必 ず 現 場 へ 行 く ）  

土 壌 菌 類 や セ ン チ ュ ウ の 微 生 物 性 を 調 査 す る 。  

（ ２ ） 診 断  

 調 査 内 容 か ら 対 応 策 立 案  

（ ３ ） 対 応 策 の 勧 告  

対 応 策 （ パ ス ツ ー リ ア 菌 、 菌 根 菌 剤 併 用 、 た い 肥 施

用 ） の 勧 告 、 実 施 指 導 、 留 意 点 の 伝 達  

（ ４ ） 評 価  

 対 応 策 の 評 価 を 行 い 、 事 後 の 対 策 に 活 用 す る 。  

３ 、 調 査 す べ き 内 容  

 熱 利 用 土 壌 消 毒 で は 、 土 壌 の 微 生 物 性 が 単 純 化 し 、

新 た な 病 原 性 細 菌 の 増 殖 や セ ン チ ュ ウ の 増 殖 を 招 き 新

た な 病 害 を 発 生 さ せ る 。  

そ の た め 、 土 壌 の 微 生 物 性 を 調 査 す る 。  

３ 業 務 を 進 め る 際 の 留 意 す る 点  



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－２－２ 総合的病害虫・雑草管理（IPM）の技術を取り入れている農家から、病害虫・雑草の防除に当

たり、従来は、問題としていなかった種類が多発し、農作物に被害が大きくなってきているとの相談を受け

た。この相談に対し、下記の内容について記述せよ。 

（１）想定した事例及び解決に向けて業務を進める手順 

(２)調査すべき具体的内容 

（３）業務を進める際に留意する事項 

 

（ １ ） 有 機 性 物 質 の 施 用  

 静 菌 作 用 の 回 復 の た め に は 、 微 生 物 性 の 向 上 を 図 る

必 要 が あ る 。  

 土 壌 細 菌 は 、 土 壌 内 で 互 い に 競 合 ， 拮 抗 、 捕 食 し あ

い 、 一 方 が 増 殖 す れ ば 他 方 も 増 殖 し 動 的 均 衡 を 保 つ 。  

 こ れ に よ り 特 定 の 病 害 の 発 生 を 抑 制 し て い る 。 こ の

作 用 を 活 性 化 さ せ る た め 、 堆 肥 な ど の 有 機 性 物 質 （ 微

生 物 の エ サ ） を 施 用 す る 。  

（ ２ ） パ ス ツ ー リ ア 菌 の 併 用  

パ ス ツ ー リ ア 菌 は 土 壌 中 の 有 害 線 虫 の 体 内 に 侵 入 し

セ ン チ ュ の 生 育 を 阻 害 す る 。  

そ の た め 、 パ ス ツ ー リ ア 菌 を 併 用 し セ ン チ ュ ウ 防 除

を 行 う 。  

（ ３ ） 菌 根 菌 製 剤 の 施 用  

 菌 根 菌 は 菌 糸 を 根 か ら 伸 ば し 土 壌 中 の 無 機 養 分 、 特

に リ ン 酸 を 吸 収 し て 宿 主 植 物 へ 渡 す 。  

一 方 、 宿 主 植 物 は 菌 根 菌 へ 光 合 成 産 物 を エ ネ ル ギ ー

源 と し て 与 え ま す 。 栄 養 素 の 交 換 だ け で な く 両 者 に と

っ て 有 効 な 環 境 を 作 り 出 す 。  

菌 根 菌 を 積 極 的 に 投 与 す る こ と に よ り 植 物 は 活 性 化

さ れ て 成 長 促 進 に と ど ま ら ず 病 虫 害 へ の 耐 性 も 向 上 さ

せ る 。  

土 壌 の 微 生 物 性 を 向 上 さ せ る こ と に よ り 土 壌 病 害 、

セ ン チ ュ ウ の 加 害 を 防 除 す る 。  

                     以 上  
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問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－１ 我が国において遺伝子組み換え作物の商業栽培は、現在、花きでごく僅かに行われているに過ぎな

いが、将来的には、その栽培が拡大されることも予想される。そのような状況になったときに想定される組み

換え作物を利用した病害虫・雑草防除について、以下の問いに答えよ。 

（１）海外で現在商業栽培されている組み換え作物を具体的に想定しながら、病害虫・雑草防除に利用でき

る組み換え作物の特性について述べよ。 

（２）（１）で述べた特性を持つ組み換え作物を利用して病害虫・雑草防除を行うために検討しなければな

らない課題について述べるとともに、その課題に対して適切だと思われる解決策を示せ。 

（３）あなたの提示した解決策がもたらす効果を具体的に示すとともに、実施上の問題点と対処法について

も述べよ。 

1  海 外 で 栽 培 さ れ て い る 組 み 換 え 作 物 の 特 性  

（ １ ） 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ  

 現 在 、 米 国 に お い て 、 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ が 生 産

さ れ て い る 。 土 壌 性 病 原 菌 で あ る Ｂ Ｔ 細 菌 が 産 出 す る

殺 虫 性 タ ン パ ク 質 を 作 り 出 せ る 遺 伝 子 が 組 こ ま れ 、 昆

虫 に よ る 加 害 を 防 除 し て い る 。  

（ ２ ） 除 草 剤 耐 性 大 豆  

 米 国 に お い て 、 除 草 剤 に 耐 性 の あ る 大 豆 が 生 産 さ れ

て い る 。 米 国 モ ン サ ン ト 社 が 開 発 し た 除 草 剤 ラ ウ ン ド

ア プ と こ れ に 耐 性 の あ る 大 豆 の 組 み 合 わ せ で 除 草 体 系

が 構 築 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 労 力 、 除 草 剤 、 コ ス

ト の 削 減 を 実 現 し て い る 。  

２ 組 み 換 え 作 物 利 用 病 害 虫 ・ 雑 草 防 除 の 課 題  

（ １ ） 耐 性 害 虫 の 発 生 抑 制  

 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ 生 産 圃 場 に お い て 耐 性 害 虫 が

発 生 し 組 み 換 え 農 作 物 の 効 果 が 低 下 し て い る 。 そ の た

め 、 耐 性 害 虫 の 発 生 抑 制 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 除 草 剤 耐 性 雑 草 の 発 生 抑 制  

 米 国 で は 、 除 草 剤 耐 性 大 豆 の 生 産 量 が 7 0 ％ を 超 え 、

ラ ウ ン ド ア ッ プ の 使 用 量 が 増 大 し た 結 果 、 除 草 剤 耐 性

雑 草 が 出 現 し て い る 。 パ ー マ ー ア カ ザ を 筆 頭 に 、 こ れ

ら 耐 性 雑 草 が 増 加 し て お り 、 除 草 剤 耐 性 大 豆 に よ る 防

除 体 系 が 崩 壊 し て い る 。  

そ の た め 、 除 草 剤 耐 性 雑 草 の 発 生 抑 制 が 課 題 で あ る 。

３ 課 題 に 対 す る 解 決 策  
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答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－１ 我が国において遺伝子組み換え作物の商業栽培は、現在、花きでごく僅かに行われているに過ぎな

いが、将来的には、その栽培が拡大されることも予想される。そのような状況になったときに想定される組み

換え作物を利用した病害虫・雑草防除について、以下の問いに答えよ。 

（１）海外で現在商業栽培されている組み換え作物を具体的に想定しながら、病害虫・雑草防除に利用でき

る組み換え作物の特性について述べよ。 

（２）（１）で述べた特性を持つ組み換え作物を利用して病害虫・雑草防除を行うために検討しなければな

らない課題について述べるとともに、その課題に対して適切だと思われる解決策を示せ。 

（３）あなたの提示した解決策がもたらす効果を具体的に示すとともに、実施上の問題点と対処法について

も述べよ。 

（ １ ） 避 難 ス ペ ー ス の 確 保  

 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ を 生 産 す る 場 合 は 、 一 定 の 割

合 で 非 組 み 換 え ト ウ モ ロ コ シ を 栽 培 す る 。 非 組 み 換 え

ト ウ モ ロ コ シ を 栽 培 す る こ と に よ り 多 様 性 を 確 保 す る

こ と に よ り 耐 性 害 虫 の 発 生 を 抑 制 す る 。  

（ ２ ） 多 様 な 薬 剤 散 布 の 実 施  

 同 じ 除 草 剤 の 散 布 は 、 抵 抗 性 の 出 現 を 招 く 。 耐 性 雑

草 の 発 生 を 抑 制 す る た め 、 多 様 な 除 草 剤 の 散 布 を 行 う 。

 ラ ウ ン ド ア ッ プ や 、 他 の 除 草 剤 を 組 み 合 わ せ 、 多 様

な 防 除 体 系 の 構 築 を 行 う 。 こ れ に よ り 耐 性 雑 草 の 発 生

を 抑 制 す る 。  

（ ３ ） 多 様 な 防 除  

 単 一 化 さ れ た 防 除 法 は 、 抵 抗 性 出 現 を 招 く 。 そ の た

め 、 多 様 な 防 除 体 系 の 導 入 が 必 要 で あ る 。 そ の 際 下 記

の 防 除 法 を 活 用 す る 。  

① ソ ル ゴ ー 囲 い 込  

 組 み 換 え 作 物 生 産 圃 場 で は 天 敵 の 減 少 が 報 告 さ れ て

い る 。 ソ ル ゴ ー を 栽 培 す る こ と に よ り 天 敵 が 定 着 す る 。

天 敵 に よ る 害 虫 の 捕 食 を 促 進 す る 。  

② シ ル バ ー マ ル チ の 施 用  

 シ ル バ ー マ ル チ を 利 用 す る こ と に よ り 害 虫 の 飛 行 を

阻 害 し 害 虫 の 加 害 を 回 避 す る 。  

③ 機 械 除 草 の 推 進  

 機 械 に よ る 除 草 を 推 進 す る こ と に よ り 抵 抗 性 の 出 現

を 抑 制 す る 。  
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技術部門             部門 

専門とする事項 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ－１ 我が国において遺伝子組み換え作物の商業栽培は、現在、花きでごく僅かに行われているに過ぎな

いが、将来的には、その栽培が拡大されることも予想される。そのような状況になったときに想定される組み

換え作物を利用した病害虫・雑草防除について、以下の問いに答えよ。 

（１）海外で現在商業栽培されている組み換え作物を具体的に想定しながら、病害虫・雑草防除に利用でき

る組み換え作物の特性について述べよ。 

（２）（１）で述べた特性を持つ組み換え作物を利用して病害虫・雑草防除を行うために検討しなければな

らない課題について述べるとともに、その課題に対して適切だと思われる解決策を示せ。 

（３）あなたの提示した解決策がもたらす効果を具体的に示すとともに、実施上の問題点と対処法について

も述べよ。 

４ 解 決 策 が も た ら す 効 果 と 実 施 上 の 問 題 点 と 対 処 法  

（ １ ） 避 難 ス ペ ー ス の 確 保  

効 果 ： 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ 生 産 圃 場 に 一 定 の 割 合

で 非 組 み 換 え ト ウ モ ロ コ シ を 栽 培 す る こ と に よ り 、 抵

抗 性 を 出 現 さ せ て い な い 害 虫 が 発 生 す る 。 こ れ に よ り 、

多 様 性 が 確 保 出 来 、 耐 性 害 虫 の 発 生 を 抑 制 で き る 。  

問 題 点 ： 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ と 非 組 み 換 え ト ウ モ

ロ コ シ を 栽 培 す る こ と に よ り 、 害 虫 耐 性 ト ウ モ ロ コ シ

と 非 組 み 換 え ト ウ モ ロ コ シ が 収 穫 に 際 し て 混 入 す る 恐

れ が あ る 。  

 対 処 法 ： 収 穫 時 期 を 別 に す る 。 運 搬 系 路 、 保 管 場 所

も 別 に し 、 混 入 を 防 止 す る 。  

（ ２ ） 多 様 な 薬 剤 散 布 の 実 施  

 効 果 ： 耐 性 雑 草 の 発 生 を 抑 制 す る た め 、 多 様 な 除 草

剤 の 散 布 を 行 う こ と に よ り 、 特 異 的 に 残 存 す る 雑 草 の

多 様 性 が 確 保 さ れ 、 耐 性 雑 草 の 発 生 を 抑 制 で き る 。  

 問 題 点 ： 天 敵 に 悪 影 響 が 出 る 可 能 性 が あ る 。  

 対 処 法 ： 生 物 農 薬 の 使 用 （ ビ ア ラ ホ ス な ど ） を 用 い

る 。 天 敵 に 影 響 の 少 な い 防 除 を 行 う 。  

（ ３ ） 多 様 な 防 除  効 果 ① ソ ル ゴ ー 囲 い 込 ： ソ ル ゴ ー

に よ り 天 敵 が 増 加 す る 。 問 題 点 ： ソ ル ゴ ー は 、 品 種 に

よ り 生 育 が 異 な り 防 除 効 果 に 影 響 す る 。 対 処 法 ： 防 除

効 果 を 早 く 得 る た め 、 初 期 生 育 の 良 い 品 種 を 選 択 す る 。

② シ ル バ ー マ ル チ 施 用 ： 害 虫 飛 行 を 阻 害 で き る 。 ③ 機

械 除 草 の 推 進 ： 機 械 除 草 は 抵 抗 性 出 現 し な い 。  以 上  


